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１．はじめに

司会：本日はお忙しい中、貴重なお時間を頂戴し
有難うございます。

司会を務めさせていただきます青年部広報委員
会委員長西澤です。

青翔９月号では、北大阪商工会議所及び青年部
が９月に取り組む枚方市駅前大収穫祭と、その中
核事業である枚方オクトーバーフェストについ
て、誘致・実現に尽力されておられます北大阪商
工会議所の亀岡育男副会頭様と川北修義青年部会
長にお話しいただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。
亀岡副会頭：よろしくお願いいたします。
川北青年部会長：よろしくお願いいたします。
司会：本年、９月に枚方市駅前で大収穫祭が開催
され、その中核事業として枚方オクトーバーフェ
ストが開催されます。全国各地で開催されている
オクトーバーフェストを枚方市に誘致した動機や
経緯についてお聞かせください。
川北青年部会長：私は、昨年の８月頃に平成28
年度の青年部会長にとのお話をいただきました。
その頃から、平成28年度の青年部をどうやって
盛り上げようかと考えまして、亀岡副会頭にご相
談しておりました。

青年部では、平成27年度の外村会長が、研修
などの自己研鑽の機会を数多く取り入れられ、組
織固めをしていただきましたので、これを受け、
次年度は外部に向けた事業を多く取り入れようと
考えました。

しかし、数年前まで開催しておりました「ええ
やんか祭り」も今ではなくなり、ジュニエコ以外
に対外的に大きな事業がございませんでしたの
で、青年部として外にでる事業が他にないものか
と模索しておりました。そのような中で、亀岡
副会頭が事業として関与しておられる「オクトー
バーフェスト」のコンテンツを地域活性に活かせ
るのではないかと考えたのが、そもそものきっか
けです。
亀岡副会頭：私は４年ほど前から北大阪商工会議
所の中で青年部担当の副会頭をしております。

これまでに青年部の皆様と関わっていて思うの
は、青年部はとてつもないエネルギーを秘めてい
るということです。北大阪商工会議所の青年部は
260名以上の会員を擁しています。これは全国の
青年部の中でも指折りの人数です。

この大きなエネルギーを、北大阪商工会議所の
ため、枚方・寝屋川・交野の三市のために発揮し
てほしいというおもいがありました。そのような
気持ちで青年部の皆様と接している中で、川北会
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長から平成28年度の会長に就任するとの挨拶を
受けまして、外向きに発信するような事業を積極
的に取り組んでいきたいと強く望んでおられるこ
とがわかりました。

また、これまでの青年部との交流の中で、川北
会長から３年前に委員長として臨んだ「ええやん
か祭り」が中止になった無念を聞いておりました。

そこで、私どもが事業として関わっている「オ
クトーバーフェスト」のコンテンツを地域活性に
活かしてはどうかという話になりました。
※青年部の会員は７月15日時点で271名。

川北青年部会長：「ええやんか祭り」が中止に
なった件は、関わる者すべてが残念に思っており
ました。

そうした経験がある中、平成28年度に青年部
会長をさせていただくことになり、「オクトー
バーフェスト」を活用できないか考え始めました。
それが、オクトーバーフェストを枚方市に誘致し
た動機や経緯といえます。

また、私自身が「オクトーバーフェスト」のファ
ンでありまして、天王寺で開催されるたびに、こ
こ数年間は寄せていただいております。

２．オクトーバーフェストのコンテンツ
について

司会：オクトーバーフェストは数年前から日本各
地で開催されており、現在では高い認知度を誇っ
ております。そうしたオクトーバーフェストを枚
方市に誘致することはどういった意義があるので
しょうか。
亀岡副会頭：まず、日本でのオクトーバーフェス
トは、期間中600万人以上を集めるミュンヘンの
オクトーバーフェストのようなことをしようと、
1990年の大阪花博の際に企画したのが端緒でし
て、そこから横浜の赤レンガ倉庫や東京の日比谷
公園で開催されたのが好評で、今では全国各地で
開催されています。

そうしたコンテンツを枚方市に持ってきて、枚
方独自のモデルとして地域活性に役立てようと考
えたのが、今回の試みです。

今回枚方市で開催するオクトーバーフェスト
は、他のものとは違ったものです。他の地域で開
催されるオクトーバーフェストは、プロによる商
行為ですが、枚方市のものは、枚方市と北大阪商
工会議所、北大阪商工会議所青年部が主催で行う
地域活性化事業です。より社会性・公共性を持っ
た事業です。

出店者も、広報も、事前準備も、あくまでも商
工会議所が主体となって地元企業の協力を得て行
うのです。ここが他のところのオクトーバーフェ
ストと全く異なります。

全国に先駆けた地域活性化事業のモデルとして
枚方市駅前大収穫祭とその中核事業の枚方オク
トーバーフェストを行います。
川北青年部会長：亀岡副会頭が伝えられましたよ
うに、枚方市駅前大収穫祭は、既存のオクトー
バーフェストのコンテンツを利用して、地域に密
着して活動する多様な主体(事業者、団体、行政
等)を巻き込んで、新たな地域活性化事業モデル
をつくろうとするものです。

各種団体が運営委員会に参加して、枚方市駅前
大収穫祭の実施に向けて動いています。

社会性・公共性を持った事業として、地方自治
体や各種団体様などとうまく連携を取り、また、
商工会議所及び青年部の内部でも連携を取ること
が重要と考えております。
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その各種団体が連携を取りつつ、それぞれ自立
性を持って、枚方市駅前に賑わいをつくる、そう
いった気持ちで進めていくことが大事だと考えて
います。
亀岡副会頭：川北会長は、地元自治体や地元企業
と連携して賑わいをつくる地域活性化事業モデル
をつくろうとしています。

枚方市駅前大収穫祭が成功すれば、成功事例と
して新たな事業モデルが育ちます。そうすると全
国が枚方市に注目して、視察に来たり、川北会長
が全国に説明に行ったりすることになります。

つまり、今回枚方市でやろうとしていること
は、まさに地域活性化プロジェクトなのです。

３．商工会議所と青年部の融合

司会：亀岡副会頭からは青年部に対する期待を強
く感じるところではございますが、商工会議所本
会と青年部の融合に関して、お二方のご意見をお
聞かせください。
亀岡副会頭：私は、商工会議所で青年部の担当に
なって以来、月に１回青年部の皆さんと議論をし
て、前向きでアクティブな活動をしてもらってい
るというおもいがありましたし、非常にバイタリ
ティがあって、青年部ってすごいなと感じていま
した。

今、枚方市駅の再開発に関して、地方自治体や
各種団体関係者皆様が意見をお持ちになり、真剣に
議論し、枚方市駅前が非常に注目を浴びています。

そうした中で、枚方市駅前に賑わいづくりをす
ることは商工会議所の役割であり、青年部の皆さ
んの役割だと思っています。

平成26年度の木﨑青年部会長の時代に活性化
委員会をつくって、商工会議所職員と青年部の間
で、組織内の相互理解の試みを始めました。

平成27年度の外村青年部会長の時代に、各々
のおもいをぶつけ合い、組織内の相互理解が進み
ました。会議所のあり方や今後の方針などあらゆ
る点で意見交換をしました。これは現在も続けて
います。
　そして、平成28年度の川北青年部会長の時代に、
まちに飛び出そうと、協力して外に向けての事業
をすることになりました。それが枚方市駅前大収
穫祭であり、枚方オクトーバーフェストなのです。

川北会長には「まちへ飛び出そう。」という熱い
おもいがあって、せっかく飛び出すのであれば、
社会性の高い大仕掛けなものをやろうよという話
をしていて、それで、今回オクトーバーフェスト
を誘致して枚方市駅前大収穫祭をやろうという話
になったのです。

私は、青年部が商工会議所の成長エンジンであ
ると確信しています。そのため、商工会議所と青
年部の融合に関しては、とても重要と考えていま
して、今後協力できることがあれば、強く推し進
めていきたいと思っています。
川北青年部会長：有難うございます。

亀岡副会頭からの期待を強く感じております。
本会では、ビジネスマッチング事業や部会活動

などがあり、会員サービスや支援事業も数多く用
意されています。しかし、青年部メンバーは意外
とわかっていないところがありますので、できる
だけたくさんの方にわかってもらえるよう、組織
活性化プロジェクトや例会の際の告知などを通じ
て広めていきたいと考えております。

私は、本年度のスローガンを「繋がる」ことを
ひとつのテーマに、『人を繋ぎ、地域を繋ぎ、未
来を繋ぐ「魅力あるまちへ」』と掲げました。

５月、天王寺で開催された「オオサカオクトーバーフェスト2016」の様子
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枚方市駅前大収穫祭も、本会と青年部の融合を
図るうえでの一つの事業です。できるだけ皆様に
参加していただいて、繋がりを持っていただけれ
ばと思っております。

４．北大阪地域のために

司会：本年、枚方市で枚方市駅前大収穫祭を開催
するにあたり、商工会議所の在り方のようなもの
を考える機会になりました。

商工会議所の在り方論のようなものがあれば、
お聞かせ願えればと思います。
亀岡副会頭：基本的に、商工会議所っていうの
は、まちのため、まちの商工業者のためにあるん
ですよね。そこを忘れてはならないと思います。

商工業者はまちに飛び出して、まちをよくしな
いといけません。活動を通じてまちをよくしてい
く意義があります。

商工会議所といえば、例えば、100円商店街、
まちバル、まちゼミ、そういうことをやっていこ
うというムード作りが必要になります。

会議所にふさわしい事業を発信することで、ま
ちに対するエネルギーを発揮できます。現に、枚
方市駅前大収穫祭のスキームに、行政や地元の企
業様が参加してくださいます。これは、青年部が
やろうとしている社会性の実現、理念が合ってい
るんだと思います。

枚方市駅前のまちづくりプランを考えるうえで
も、もっともっとまちが活気づいていないといけ

ません。まちを活気づけるのは会議所だという気
概が必要です。

そのための手段としての枚方市駅前大収穫祭と
考えることもできます。
川北青年部会長：枚方市を発展させるためには、
もっと賑わいをつくらないといけません。枚方市
駅を単なる通勤の駅ではなく、滞在していただけ
る時間を長くとれる駅にしないといけません。

そのためには、枚方市の知名度を上げるととも
に、まちの魅力をもっとアピールする必要があり
ます。枚方市駅前大収穫祭、枚方オクトーバー
フェストはまさにその起爆剤になりうると考えて
おります。

私も、亀岡副会頭とおもいは同じなのですが、
商工会議所は、まちの賑わいをつくる担い手で
す。私たちの愛する北大阪地域の発展のため、商
工会議所が引っ張っていくんだという気概で、今
回の枚方市駅前大収穫祭に臨みます。
亀岡副会頭：あとは自立性が大事ですね。

大きい話になるのですが、日本は、高度経済成
長の中で役所から予算をもらって事業をするとい
う時代が長くありました。しかし、90年代から
不景気の時代がはじまり、行政にも予算がなく
なってきました。時代が変わってきました。そう
すると、「予算をとらなあかんねん。」といってい
ても物理的に難しくなっています。

そこで、これからは自立型を模索する必要があ
ります。私たちの先輩方は、戦後間もないころに
は国の援助なんて見込めませんでした。でも日本
は成長しました。みんな自立心を持って頑張って
きたのです。私たちにはその力があるはずです。

今は明らかに行政に頼っているだけの時代では
なくなってきています。それをわかっておく必要
があります。

行政と協働することにより、自分のポジショニ
ングを理解し、自分たちの力で賑わいをもたらす
んだという気概が必要になってくるのです。

技術開発をしない企業がすたれるのと、まちづ

「枚方市駅前大収穫祭」に向けて会議を重ねる
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くり・まちおこしは同じです。頑張っていれば、
５年、10年経つと差が出てきます。

そう考えて、何事にも取り組んでいくべきだと
私は考えています。
川北青年部会長：そうですね。今回の枚方市駅前
大収穫祭は、周辺の商工業者も合わせて賑わいが
できればと思っております。
各事業者、各種団体が自立性を持って取り組んで
いただければと思っております。

商工会議所でもバル事業をされます。他には、
ひら婚も開催されますし、京阪ホールディングス
株式会社様は駅から岡東町公園までの導線に店を
出されます。

京阪ホールディングス株式会社様が駅前を盛り
上げてくださいます。川原町商店街もいろいろ考
えておられるようです。

オクトーバーフェストは21時までですが、21
時以降も地域のお店に行くとか、枚方市駅前が賑
わいを見せてくれると思っております。

枚方市もこの主旨を理解し積極的に協力をいた
だいており、まさに「産・官・地域」が機能的に
連携しています。

そもそも自立性がないとこの事業は成り立たち
ませんので、私も、自立性は大事だと思っており
ます。
亀岡副会頭：広報も大事ですよ。
川北青年部会長：広報に関しては、京阪電車の車
内吊り広告などで告知をしていただけますし、枚
方市も広報を全面的にしてくださる予定です。

他には、新聞、テレビ、インターネットなどの
各種媒体で、みんなが協力して広報を進めて参る
予定です。

５．さいごに

司会：さいごに、枚方市駅前大収穫祭の中核事
業、枚方オクトーバーフェストがいかに楽しいか
について、お聞かせください。

亀岡副会頭：オクトーバーフェストは、老若男女
みなさんに楽しんでいただけるお祭りです。わか
りやすく言うと昔ながらの盆踊りのドイツ版のよ
うなイメージです。

とにかく一度、足を運んでください。
川北青年部会長：老若男女問わないというところ
が特徴ですね。

また、オクトーバーフェストは、祭りに参加し
た方が歌や踊りの雰囲気で知らない人と友達に
なったり、楽しんだりすることができる祭りです。
日本人の日常生活ではあまりないことかもしれま
せんが、そういったものが生まれる空間です。

先ほどから何度も言っておりますが、私の今年
度のテーマは、「繋ぐ」です。この企画が寝屋川
市や交野市でも活用できれば最高です。

オクトーバーフェストに参加して、北大阪全体
を繋げたいと思います。商工会議所本会と青年部
だけでなく、商工会議所と枚方市、各種団体、各
種企業、そこに集う方々すべてを繋ぎたいですね。

色々なものが繋がる枚方市駅前大収穫祭ですの
で、楽しんでご参加ください。

皆さま、一緒に踊って、プローストしましょう。
亀岡副会頭：私も、たくさん知り合いを連れて
行って、一緒に踊りたいと思います。
司会：本日は有難うございました。
亀岡副会頭：有難うございました。
川北青年部会長：有難うございました。

是非とも、枚方市駅前大収穫祭を成功させたい
と思います。



平成28年度会長　川北修義

2016年度スローガン

人を繋ぎ、地域を繋ぎ、
未来を繋ぐ「魅力あるまちへ」
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